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お
大
師
さ
ま
は
、「
道い

う
こ
と
な
か
れ
人
の
短
、
説
く
こ
と
無
か
れ
己お
の
れの
長ち
ょ
う（
人
の

短
所
を
あ
げ
つ
ら
う
な
、
自
分
の
長
所
を
自
慢
す
る
な
）
と
い
う
中
国
の
こ
と
ば
を
自

ら
の
座
右
の
銘
に
し
て
、
と
て
も
大
事
に
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

　

人
の
悪
口
を
け
っ
し
て
口
に
し
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

高 

野 

山

　

昨
年
、
令
和
六
年
四
月
二
十
八
日（
日
）～
二
十

九
日（
月
）に
、
正
観
寺
団
体
参
拝
と
し
て
は
七
年

ぶ
り
に
聖
地
「
高
野
山
」
に
お
参
り
し
て
参
り
ま

し
た
。「
高
野
山
」
の
霊
気
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、

神
秘
的
な
空
間
を
体
験
い
た
し
ま
し
た
。
根
本
大

塔
を
中
心
と
す
る
壇
上
伽が

藍ら
ん

、
総
本
山
金こ
ん

剛ご
う

峯ぶ

寺じ

、

奥
の
院
を
中
心
に
参
拝
を
し
、
お
大
師
さ
ま
の
御ご

加か

ご護
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
宿
坊
は
不
動
院
に
泊
ま

り
、
精
進
料
理
（
不
動
院
の
精
進
料
理
は
と
に
か

く
美
味
し
く
て
人
気
）、
朝
の
勤
行
を
体
験
し
、
非

日
常
的
な
雰
囲
気
を
皆
さ
ま
と
味
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
旧
正
御み

え

く
影
供
（
お
大
師
さ
ま
が
奥
の

院
に
ご
入
に
ゅ
う
じ
ょ
う
定
さ
れ
ま
し
た
旧
暦
三
月
二
十
一
日
）

に
当
た
り
前
夜
祭
御お

逮た
い

夜や

法
要
、
萬ま
ん

燈ど
う

萬ま
ん

華げ

会え

に

も
参
加
し
、
と

て
も
有
難
い
巡

拝
、“
同ど

う

行ぎ
ょ
う

二に

人に
ん

＝
常
に
お
大

師
さ
ま
が
側
に

い
て
く
だ
さ

る
”
に
な
り
ま

し
た
。

霊
峰
石い
し
づ
ち
さ
ん

鎚
山
　
お
山
開
き
大
祭

　

毎
年
の
如
く
、
霊
峰
石
鎚
山
参
拝
お
山
開
き
大

祭
（
令
和
六
年
七
月
七
日
～
八
日
）
に
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。
神
仏
習
合
の
霊
山
、
修
験
道
場
と
し

て
お
大
師
さ
ま
を
は
じ
め
高
僧
が
修
行
、
朝
廷
諸

将
に
も
篤
く
崇
敬
さ
れ
て
き
た
、
日
本
七
霊
山
の

神
体
山
で
す
。
例
年
、
七
月
一
日
～
十
日
の
お
山

開
き
大
祭
は
全
国
か
ら
数
万
人
が
登
拝
、
こ
の
度

コ
ロ
ナ
禍
も
明
け
、
大
変
賑
や
か
な
参
拝
と
な
り

ま
し
た
。
お
山
に
は
鈴
の
音
、
法
螺
貝
が
こ
だ
ま

し
、白
装
束
の
登
拝
者
で
、正
し
く
石
鎚
山
の
「
動
」

な
る
時
を
肌
で
感
じ
て
き
ま
し
た
。
又
、
今
回
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
石
鎚
山
頂
上
社
よ
り
「
天て

ん

狗ぐ

岳だ
け

（
１
９
８
２
ｍ
）」
の
方
ま
で
足
を
伸
ば
す
こ
と

が
で
き
、
有
難
い
参
拝
と
な
り
ま
し
た
。

朝
に
礼
拝
　
夕
べ
に
感
謝

　
　
～
今
日
の
幸
福
は
先
祖
の
お
か
げ
～

　

一
日
の
は
じ
ま
り
は
、
先
ず
ご
仏
壇
（
仏
さ
ま
）

に
お
参
り
を
し
、
手
を
合
わ
せ
、
今
日
一
日
を
み

仏
の
教
え
に
従
い
、
精
一
杯
生
き
て
い
く
こ
と
を

心
に
念
じ
、
今
日
一
日
の
平
穏
を
祈
り
ま
す
。

　

一
日
の
終
わ
り
に
は
、
今
日
一
日
を
無
事
に
過

ご
せ
た
こ
と
を
、
仏
さ
ま
、
ご
先
祖
さ
ま
、
そ
し

て
今
亡
き
人
に
感
謝
を
す
る
、
今
日
一
日
を
精
一

杯
生
か
さ
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。

　

毎
日
、
ご
仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
る
の
で
す
か
ら
、

毎
日
お
参
り
し
た
く
な
る
ご
仏
壇
に
な
る
よ
う
に

（
例
え
ば
、
か
わ
い
い
お
地
蔵
さ
ん
を
置
い
て
み
た

り
、
香
り
の
良
い
お
線
香
を
使
っ
て
み
た
り
、
ｅ

ｔ
ｃ
…
何
で
も
良
い
と
思
い
ま
す
。）、
色
々
と
工

夫
を
し
て
み
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
お
知
ら
せ
」

十
月
に

母

古
田
ナ
ツ
エ
「
正
観
寺
前
住
職
妻
」

（
戒
名
　
　
安
久
院
花
栽
貫
季
大
姉
）
が
九
十
七
歳

に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た
。
生
前
に
賜
り
ま
し
た

ご
厚
情
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

如い
か
ん何
が
己こ

身し
ん

の
膏こ
う
こ
う肓
を
療り
ょ
うせ
ず
し
て
、

　
　
　 

た
や
す
く
他
人
の
腫は
れ
あ
し脚
を
発あ
ら
わ露
す
や
。�

『
三さ
ん
ご
う
し
い

教
指
帰き

』
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水
子
地
蔵
さ
ん
の
赤
い
帽
子
、
赤
い
前
掛
け
も
篤
信
徒
さ
ま
が
一
つ
一
つ
手
作

り
を
し
て
、
定
期
的
に
奉
納
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
大
変
に
あ
り
が
た
い
こ

と
で
、
お
地
蔵
さ
ん
も
喜
ん
で
お
ら
れ
る
と
心
よ
り
思
い
ま
す
。

　

定
期
的
に
お
地
蔵
さ
ん
に
会
い
に
来
て
く
れ
る
皆
さ
ま
方
を
見
て
、
お
寺
と
し

て
も
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
通
り
、
い
つ
で
も
お
地
蔵
さ
ん
に
会

い
に
来
て
く
だ
さ
る
こ
と
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
正
観
寺
で
も
、
年
に
一
度
お
地
蔵
さ
ん

に
日
頃
の
感
謝
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
「
地
蔵
ま
つ

り
」
を
し
て
い
ま
す
。
又
、
新
た
に
水
子
地
蔵
を

奉
納
し
た
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ご
遠
慮
な

く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
大だ
い
さ
い
と
う

柴
燈
護ご

ま摩

　

正
観
寺
は
、
現
在
四
月
の
第
二
日
曜
日
に
「
観
音
大
祭
」
と
し
て
大
柴
燈
護
摩

法
要
、
火
生
三ざ
ん
ま
い昧
、
火
渡
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
大
柴
燈
護
摩
法
要
で
は
、
近
隣
の
真
言
宗
寺
院
さ
ま
に
ご
助
法
頂
き
、
後

は
正
観
寺
の
檀
家
さ
ん
や
信
者
さ
ん
で
も
あ
り
ま
す
「
修し
ゅ
げ
ん
せ
ん
だ
つ

験
先
達
」
の
皆
さ
ま
に

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
斧
作
法
や
法
険
作
法
や
法
弓
作
法
な
ど

様
々
な
役
割
を
先
達
さ
ま
に
披
露
し
て
も
ら
い
、
法
要
が
無ぶ

ま魔
成じ
ょ
う
じ
ゅ
就
で
き
ま
す
よ

う
に
研
鑽
を
日
々
重
ね
て
お
り
ま
す
。
先
達
さ
ま
と
は
石
鎚
山
に
登
拝
し
て
行ぎ
ょ
うを

積
み
、
正
観
寺
以
外
に
も
可
部
の
「
福
王
寺
」
さ
ま
・
府
中
の
「
道
隆
寺
」
さ
ま
・

戸
坂
の
「
松
笠
観
音
寺
」
さ
ま
・
呉
の
「
観
音
寺
」

さ
ま
に
足
を
運
び
勤
め
て
お
り
ま
す
。
各
お
寺
の
大

柴
燈
護
摩
に
お
参
り
さ
れ
る
参
拝
者
の
方
が
「
お
寺

に
来
て
、
火
渡
り
を
し
て

よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
頂

け
ま
す
よ
う
今
後
と
も

精し
ょ
う
じ
ん
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
宗
教
心

　
～
菩ぼ

提だ
い
の
種
を
蒔
こ
う
～

　

現
代
の
日
本
は
心
の
充
足
か
ら
物
質
的
な
豊
か
さ
に
変
わ
っ
て
い
き
、
宗
教
心

が
薄
れ
て
き
て
い
る
時
代
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
急
激
に

進
ん
だ
核
家
族
化
も
影
響
し
て
い
ま
す
。
宗
教
心
と
は
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫

へ
、
受
け
継
が
れ
て
い
く
も
の
で
す
。
地
方
の
家
に
は
、
た
い
て
い
先
祖
代
々
の

位
牌
や
過
去
帳
を
安
置
し
た
ご
仏
壇
が
置
い
て
あ
り
、
毎
朝
お
仏
前
に
お
供
え
し

て
、
手
を
合
わ
せ
て
い
る
ご
家
庭
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
日
常
が
宗
教

心
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

ご
葬
儀
や
ご
法
事
を
大
事
に
す
る
こ
と
も
、
立
派
な
宗
教
心
を
育
て
る
場
で
あ

り
ま
す
。
宗
教
心
を
持
つ
こ
と
は
、
自
分
ひ
と
り
で
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
と

肌
で
感
じ
る
こ
と
で
あ
り
、
ご
先
祖
さ
ま
か
ら
続
く
縁
に
感
謝
す
る
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
ご
先
祖
さ
ま
に
、
そ
し
て
周
囲
の
人
た
ち
へ
感
謝
を
す
る
場
で
あ
る

ご
葬
儀
や
ご
法
事
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

又
、
各
寺
院
・
神
社
に
も
様
々
な
行
事
が
ご
ざ
い
ま
す
。
神
も
仏
も
大
事
に
す

る
日
本
、
神
と
仏
が
共
存
し
て
い
る
日
本
の
祈
り
の
心
を
大
事
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
是
非
お
子
さ
ま
・
お
孫
さ
ま
も
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ど
う
ぞ
お
参
り

く
だ
さ
い
。

　
水
子
地
蔵

　

正
観
寺
に
は
、ご
存
じ
の
通
り
境
内
に
水
子
地
蔵
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

お
寺
で
以
前
、
水
子
供
養
を
さ
れ
た
方
が
、
境
内
に
水
子
地
蔵
を
作
り
安
置
し
た

い
、
永
代
的
に
ご
供
養
を
し
た
い
と
い
う
お
声
か
ら
発ほ
つ
が
ん願
し
た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま

す
。
毎
日
三
六
五
日
、
水
子
地
蔵
に
お
参
り
さ
れ
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。（
も
ち
ろ
ん
水
子
地
蔵
を
作
っ
て
い
な
い
方
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。）

　

子
供
さ
ん
の
お
菓
子
、
時
期
に
よ
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
ど
旬
の

お
菓
子
や
ぬ
い
ぐ
る
み
が
沢
山
お
供
え
し
て
あ
り
ま
す
。
新
鮮
な
生
花
も
飾
っ
て

あ
り
、
非
常
に
賑
や
か
で
す
。
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水子地蔵
観音大祭　大柴燈護摩

　火渡り（Ｒ6. 4. 14）

修験装束



 

「
境
内
地
墓
地
」「
本
堂
　
納
骨
堂
」「
永
代
供
養
塔
」　
に
つ
い
て

　
き
ゅ
う
り
加
持
と
小
豆
島
八
十
八
ヶ
所
霊
場
巡
拝
の
ご
案
内

　

き
ゅ
う
り
加
持
は
、
お
大
師
さ
ま
が
今
か
ら
約
千
二
百
年
前
人
々
か
ら
病
の
根

を
断
ち
切
っ
て
、
病
苦
を
和
ら
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
目
を
担
っ
て
健
康
に
長
生
き

で
き
る
よ
う
に
と
の
ご
誓
願
か
ら
、
不
動
明
王
を
御
本
尊
と
し
て
始
め
ら
れ
た
真

言
密
教
の
秘
法
で
す
。
水
分
が
多
い
き
ゅ
う
り
の
中
に
願
い
事
を
込
め
て
、
護
摩

の
炎
で
御
加
持
を
し
、ご
祈
祷
し
ま
す
。
ご
祈
祷
の
後
に
境
内
の
「
き
ゅ
う
り
塚
」

の
下
、
土
中
に
埋
め
、
そ
の
き
ゅ
う
り
が
腐
っ
て
土
に
還
る
こ
ろ
、
願
い
事
が
成

就
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
き
ゅ
う
り
加
持
は
夏
の
土
用

の
丑
の
日
近
く
に
拝
む
の
が
一
般
的
で
す
が
、
昨
今
の
夏
の
猛
暑
を
考
慮
し
ま
し

て
（
余
談
で
す
が
、
猛
暑
に
よ
り
令
和
六
年
度
は
彼
岸
花
が
秋
の
彼
岸
に
は
全
く

咲
か
ず
、
十
月
以
降
に
満
開
に
な
り
、
初
め
て
の
経
験
を
い
た
し
ま
し
た
。）、
正

観
寺
で
は
秋
の
「
地
蔵
ま
つ
り
」
の
中
に
取
り
入
れ
て
拝
む
よ
う
に
し
て
お
り
ま

す
。
ご
了
承
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

又
、
正
観
寺
が
以
前
毎
年
参
拝
し
て
い
ま
し
た
小
豆
島
霊
場
四
十
番
札
所
「
保ほ

安あ
ん

寺じ

」
さ
ま
が
、
有
名
な
き
ゅ
う
り
加
持

を
厳
修
さ
れ
て
お
り
ま
す
。話
は
変
わ
り
、

令
和
七
年
度
は
正
観
寺
と
し
て
も
久
々
に

島
遍
路
「
小
豆
島
八
十
八
ヶ
所
霊
場
」
を

秋
の
紅
葉
の
時
期
に
参
拝
し
た
い
と
計
画

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　
動
物
供
養
塔

　

こ
の
度
、
新
た
に
動
物
供
養
塔
を
建
立
い
た

し
ま
し
た
。
永
年
、
家
族
同
様
に
暮
ら
し
て
こ

ら
れ
た
ペ
ッ
ト
の
ご
供
養
を
賜
り
ま
す
。
納
骨

法
要
を
と
り
行
い
、
ご
供
養
い
た
し
ま
す
。

◎
境
内
地
墓
地　

本
堂
納
骨
堂　

永
代
供
養
塔　

空
き
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
た
に
、
本
堂
裏
（
右
側
）
に
、
納
骨
堂
の
増
設
を
し
ま
し
た
。

←
Ｎ
Ｅ
Ｗ
（
納
骨
堂
増
設
）
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│ 

新
元
号
「
令
和
」
記
念 

│

「
や
す
ら
ぎ
観
音
さ
ま
」
の

　
　
　
　
　
　ご
奉
納
に
つ
い
て

　「や
す
ら
ぎ
観
音
さ
ま
」
の
ご
守
護
を
頂
戴

し
、
日
々
の
安
心
の
糧
に
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　本
堂
内
に
ご
奉
納
さ
れ
て
も
、
仏
さ
ま
を
お

持
ち
帰
ら
れ
て
、
各
ご
家
庭
で
お
祀
り
頂
い
て

も
結
構
で
す
。

　台
座
の
記
載
は
い
か
よ
う
に
も
対
応
致
し
ま

す
。　現

在
、
約
八
十
体
弱
の
ご
奉
納
を
頂
い
て
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
数
に
余
裕
が
ご
ざ
い
ま
す
。

地蔵まつり　きゅうり加持
（Ｒ6. 10. 13）動物供養塔



《
月
例
行
事
予
定
表
》【
変
則
的
、要
確
認
】

一
、
御
本
尊
「
聖
観
世
音
菩
薩
」
ご
縁
日

　  

［
諸
供
養・諸
祈
願（
護
摩
祈
祷
）・ 

昼
食（
弁
当
）お
接
待
有
］

　
　
◎
毎
月
　
十
八
日
　
午
前
十
時
半
～

　
　
十
八
日
が
日
曜
・
祭
日
の
場
合

　
　
お
大
師
さ
ん
「
弘
法
大
師
」
ご
縁
日

　
　
　
　
　
二
十
一
日
　
午
前
十
時
半
～

二
、
高
野
山
金
剛
流
御
詠
歌
教
室
　
月
二
回
程
度（
不
定
期
）

　
　
平
日
昼
間
　
午
後
十
三
時
～
十
五
時

一
、
七
月
六
日（
日
）～
七
日（
月
）　
　

一
泊
二
日

　
　

 

『
石
鎚
山
参
拝
』 

費
用 

四
〇
、〇
〇
〇
円
予
定

二
、
十
一
月
十
六
日（
日
）～
十
七
日（
月
）
一
泊
二
日

　
　

 

『
小
豆
島
巡
拝
』 

費
用 

四
〇
、〇
〇
〇
円
予
定

〒
735- 

0029 

広
島
県
安
芸
郡
府
中
町
茂
陰

　
　
　
　
　
　
　

 

二
丁
目
二
―
八
―
四

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
二
―
二
八
二
―
五
六
六
二

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
二
―
二
八
五
―
五
五
三
〇

　

E-m
ail : info@

shokanji.com

　
　
　
　

 

広
島　

正
観
寺  �

・
新
大
州
橋
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
広
島
府
中

　
　
　
　
　
　
　
（
旧
ソ
レ
イ
ユ
）近
く

・
広
島
高
速
二
号
線

　

府
中
出
入
口（
温
品
Ｊ
Ｃ
Ｔ
方
面
出
入
口
の
み
）下
車
二
分

　

大
州
出
入
口（
仁
保
Ｊ
Ｃ
Ｔ
方
面
出
入
口
の
み
）下
車
二
分

・
Ｊ
Ｒ
天
神
川
駅
下
車
徒
歩
七
分

・
バス
停「
新
大
州
橋
」「
府
中
大
橋
」下
車
徒
歩
三
分

　
　
　
　
　
　
　

（
駐
車
場
有
り
）
正
　
観
　
寺

《
随
時
受
付
中
（
宗
派
不
問
）
》

　
　
　
詳
細
は
お
寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
内
地
墓
地
・
本
堂
納
骨
堂
・
永
代
供
養
塔

　
水
子
納
骨
堂
・
水
子
地
蔵
尊
・
や
す
ら
ぎ
観
音

　
正
観
寺
会
館
（
葬
儀
会
場
）
／
（
仏
前
結
婚
式
会
場
）

　
先
祖
供
養
・
水
子
供
養
・
永
代
供
養
・
護
摩
祈
祷

　
厄
除
け
・
お
焚
き
上
げ
・
諸
祈
願
・
動
物
供
養
塔

　
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
お
砂
踏
み
階
段
・
仏
事
全
般
　
等
々

検
索

ホームページ 公式 Instagram

第59号　　　　　　　　　　　　　　　　　　観　　　　　　音　　　　　　　　　　　　　　　令和７年  ⑷

令
和
七
年
度
　
　年
間
行
事
予
定
表

一
〜
三

十
八二中

旬
十
六

一
〜
三
十

十
三

一
〜
三
十
一

二
十
一

十
八

六
〜
七

十
八

上
旬

十
五

中
旬

二
十
一

一
〜
三
十
一

二
十
六

一
〜
三
十

十
六
〜
十
七

十
八

十
八

三
十
一

修
正
会
（
初
護
摩
祈
祷
）

初
観
音
ご
縁
日

星
祭
り
（
星
供
養
節
分
会
／
北
斗
護
摩
祈
祷
）

春
季
彼
岸
お
参
り

春
季
彼
岸
会
・
永
代
合
同
供
養
祭

十
三
詣
り

観
音
大
祭
（

　
　
　　
　
　
　
　
　
　

　）

十
三
詣
り

弘
法
大
師
ご
縁
日

観
音
ご
縁
日
・
青
葉
祭
り

（
弘
法
大
師
降
誕
会
）

霊
峰
石
鎚
山
参
拝
（
お
山
開
き
大
祭
）

観
音
ご
縁
日

盆
お
参
り

盂
蘭
盆
会
・
永
代
合
同
供
養
祭

秋
季
彼
岸
お
参
り

秋
季
彼
岸
会
・
永
代
合
同
供
養
祭

七
五
三
祝
祷

地
蔵
祭
り
（

　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　）

七
五
三
祝
祷

小
豆
島
八
十
八
ヶ
所
霊
場
巡
拝
（
秋
の
紅
葉
）

観
音
ご
縁
日

納
観
音
ご
縁
日

年
越
祭
（
除
夜
の
鐘
）

う

　ら
ぼ
ん
え

せ
が
き

ご
本
尊
供
・
大
柴
燈
護
摩
供
法
要

火
生
三
昧
火
渡
り
・
福
餅
ま
き

演
奏
会
・
護
摩
供
法
要

施
餓
鬼
供
養
・
き
ゅ
う
り
加
持
祈
祷

一二三四五六

七八九十十
一

十
二


